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地球の大きさ	
 

直径：　　 12739	
  km	
  

赤道1周：　4万 km	
  

最も高い山：　8.8	
  km	
  

最も深い海：　10.9	
  km	
  



地球と生命圏の大きさ１	




地球と生命圏の大きさ２	




地球からの距離	




「周礼」によれば、土壌とは	


土	
 
万物が自生するところすなわち「土」といい、	




土壌とは	


壌	
 
人の耕して栽培するところ
すなわち「壌」という	




壌と同じつくり（旁）を持つ漢字	


• 襄　あげる、たすける、はらう、のぼる	


• 穣　ゆたか、みのり　豊穣	


• 嬢　むすめ　　　　　　令嬢	


• 譲　ゆずる　　　　　　 譲渡　謙譲　	


• 醸　かもす　　　　　　 醸造 吟醸　	


• 攘　ぬすむ、はらう　 攘夷	




土はいつから存在したか？	
 

植物の地表上陸	




岩石圏	


気圏	


水圏	


生物圏	


土壌圏	




土壌圏は生物圏の中に存
在する	


• 生物が土壌をつくった。	


• 生物のないところに土壌は存在しな
い。	


• 生物は自らおよび子孫の生育環境
を改善するために、土壌を豊かにす
る。	




「土は生きている」 
という言葉の意味　１	


• 土壌のなかには多様な生物が
生きていて、あたかも土壌自体
に生命があるように見える。	


• 呼吸作用、分解作用などは、そ
の典型的な例である。	




「土は生きている」 
という言葉の意味　２	


• 土壌によって、土壌生物、植物
（作物）が生かされていて、ひいて
はそれを食べる動物や人間も生
かされている。	




「土は生きている」 
という言葉の意味　３	


• 土壌自体があたかも生き物のよう
に、誕生し、成熟し、老化し、死に至
る。	


• このような変化の過程を土壌生成
作用という。	




Humus	
  と　Human	
  の関係	


•  Humus	
  という言葉と、Human	
  という言葉が似
ていることに気づいた。	
  

•  関係はあるのか？	




古代インドヨーロッパ語族
の潜在意識	


•  Homo	
  ab	
  Humo.	
  
•  人間(Homo)	
  は　腐植・土・大地(Humo)から生

まれた。	
  

•  ギリシャ神話	




Adam	
  も土から創られた。	


•  旧約聖書　創世記	
  
•  Adam	
  （最初の人間）は、神がAdamah(土）か

ら創った。	




Human	
  と Humidityの関係	


•  Humidity　（湿り気）　という言葉もHuman	
  と似
ていると思った。	
  

•  人間の体の50%（大人女性）から80%（あか
ちゃん）は水分	




Humor	
  (ユーモア）	


•  ラテン語では水分のことを　umor	
  という。	
  
•  人間の体液が、精神や気質と結びつくという

考え方をしていたようだ。	
  

•  Humor	
  と　Humidity	
  と　Human	
  が結びついた。	




Hum	
  がつく他の言葉	


•  “humble”	
  	
  	
  	
  	
  質素な	
  
•  “Humility”　謙虚　謙遜	
  
•  “humect”　ぬれる　湿る	
  
•  “humectate”　ぬらす　湿らせる	
  
•  “humiliate”　はずかしめる	
  
•  “Humoresque”　ユーモレスク　飄逸な曲	
  



“Hum”がつくことばの関係	


Humus	
  
（腐植・土）	
  

Humidity	
  
　（湿り気・水分）	
  

Human	
  
（人間）	
  

Humor	
  
（気質・体液）	
  



漢字であらわすと	


人	
 

土	
 水	
 

気	
 



土の始まり	
 
•  隆起、海退による新しい陸地の生成　　　　
→　河岸段丘	
 

•  河川による土砂の運搬・堆積　　　　　　　　
→　沖積平野・扇状地	
 

•  火山灰、火山礫、溶岩	
 
•  レス、黄土（大陸から海を越えて飛んで
きた土）	
 



土の始まり（続） 
•  氷河堆積物　→　モレーン	


•  泥炭地植物遺体の堆積　　　　　　　　　　　　　　　　
→　低位、中間、高位泥炭	
  

人為	


•  干拓　	


•  農地造成、切土、盛土、改良山成工事	




氷河が残した礫の堆積物（モレーン）	




サロベツ湿地と利尻富士	




美唄湿原の景観	




秋田県八郎潟干拓地	




干拓以前の八郎潟	




干拓後の八郎潟	




参考書	


•  土壌サイエンス入門　（文永堂出版）	


•  土壌学概論　（朝倉書店）	


•  土壌学の基礎　（農文協）	


•  土壌生化学　（朝倉書店）	


•  土の化学　（学会出版センター）	


•  植物栄養・肥料学　（朝倉書店）	


•  植物生産学(II)	
  （文永堂出版）	




私の専門分野	


•  腐植	
  
•  腐植物質	
  
•  土に含まれる有機物	
  
•  植物遺体を微生物が分解して残された有

機物が土の中で安定に残ったもの、	
  
•  微生物が植物遺体から合成した安定な有

機物	
  
•  植物の養分を供給する。	




私が分担した本	




最近出版された本	



